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第３節 研究開発の課題 研究開発テーマⅢ 

中高一貫教育校として ,社会と共創する探究を進め ,地域からグローバルに展開するプログラムの実践 

（１）研究開発の時間的経過（１年間の流れ） 

月 海外研修 U-CUBE 社会と共創 

4 【中止】高校 GLP ガイダンス 課題研究 社会と共創する探究開始 

5 

 熊本県立大学もやいすとグローバル 

育成プログラム特別講義 

Online English Salon 

SS課題研究・(株)センケン連携 

SS課題研究・熊本大学薬学部実験指導 

6 
【中止】台湾静宜大学

プログラム 

3年 SS課題研究・英語研究発表指導 

Online English Salon 

ロジックプログラム・アース製薬連携 

マイプロジェクト熊本 

7 

GLP台湾留学説明会 

 

台湾 SSH海外研修に 

関する打合せ 

熊本県 Super English Camp 

Online English Salon 

柳井正財団奨学金プログラム説明会 

未来体験学習（先端企業訪問） 

平田機工(株)・エーザイ生科研・三菱ケミカル

(株)・アース製薬(株)・熊本県保健環境科学研

究所・熊本県水産研究センター・不二ライトメ

タル(株)・KMバイオロジクス(株)・ 

8 

Empowerment Program 

 

AIG高校生外交官渡米日本プログラム 

TOMODACHI Toshizo Watanabe Leadership Program 2022 

GLP台湾静宜大学留学説明会 

学びの部屋 

熊本保健科学大学ラボツアー 

9 
 日中高校生対話・協働プログラム SS課題研究・三菱ケミカル(株)連携 

かずさ DNA研究所オンライン実験 

10 

 

【オンライン】 

SSH海外研修 

国際先端科学技術学

生会議（ICAST） 

 参加申し込み 

熊本大学主催肥後時習館プログラム ロジックプログラムⅡ（出前講義） 

日本地球化学学会・日本分子生物学会・ 

九州大学・東京慈恵会医科大学・広島大学・ 

熊本大学・九州工業大学・崇城大学・別府大学・ 

九州看護福祉大学・九州ルーテル学院大学・ 

筑紫女学園大学・熊本学園大学 

11 

 

 Abstract登録 

 研究概要提出 

 

 

 

 ICAST研究発表 

ICAST 英語研究発表指導 

ICAST Abstract登録添削指導 

ICAST 研究概要添削指導 

経済産業省「未来の教室」実証事業 

ペーパーブリッジコンテスト 

ツタワルドボク代表(株)・(株)建設技術研究所 

(株)インフララボ・(株)日本ピーエス・ 

(株)栄泉測量・九州工業大学・九州大学・ 

熊本高等専門学校・(株)ディレットプラス・ 

(株)特殊高所技術・エルファスタジオ・ 

(株)オリエントアイエヌジー・熊本大学 

12 

 

【オンライン】 

台湾 SSH海外研修 

國立中科實驗高級中學 

 自己紹介 

 質問事項整理 

 

KSH英語発表指導 

多文化共生留学生シンポジウム 

CIE国際シンポジウム 

オンライン台湾研修・自己紹介指導 

E-epsilon（エプシロン）公開授業 

持続可能な五色山開発プロジェクト 

未来体験学習（関東研修） 

産業技術総合研究所・筑波宇宙センター・ 

遺伝資源研究センター・物質材料研究機構・ 

国際農林水産業研究センター・理化学研究所・ 

高エネルギー加速器研究機構・土木研究所・ 

防災科学技術研究所・筑波実験植物園・ 

国際統合睡眠医科学研究機構 

1 
 質問事項交換 高校 1年プレ課題研究 Abstract指導 

オンライン台湾研修・学校紹介英語発表指導 

経済産業省「未来の教室」実証事業 

プレ SS課題研究・アース製薬(株)実験指導 

2 

 学校紹介・研究発表 

 共同研究相談 

 

高校 2年課題研究 Abstract指導 

オンライン台湾研修・研究英語発表指導 

台湾・静宜大学訪問 

プレ SS課題研究・アース製薬(株)実験指導 

3 

中学 GLP・高校 GLP 静宜大学留学説明会 

同時通訳講座 

SEINAN ENGLISH CAMP 2023 

宇土市役所連携・研究発表会 

第１回熊本スーパーハイスクール(KSH) 

全体発表会 県立高校 学びの祭典 

 

（２）教育課程の編成・実施（教科・科目の教育内容の構成,対象学年,単位数,実施規模） 

上記（１）の取組は，下記教育課題に位置付けた教科・科目を履修する生徒のなかで希望者を対象に実施をする。 

学科・コース 
開設する教科・科目等 代替される教科・科目等 対象 

教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数  

普通科 中進コース・高進コース ロジックプログラム １ 総合的な探究の時間 １ 高校１年 

普通科  

中進 SSコース・高進 SSコース 
ＳＳ課題研究 ３ 

総合的な探究の時間 ２ 高校２年・高校３年 

情報の科学 １ 高校２年 

普通科 中進文系コース 

高進文系コース・高進理系コース 

ＧＳ課題研究 ２ 総合的な探究の時間 ２ 高校２年・高校３年 

ロジック探究基礎 １ 情報の科学 １ 高校２年 
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内容 

Ｕ－ＣＵＢＥ 

（ＧＬＰ・英語で科学・グローバル講座・同時通訳講座） 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅲ社会と協創する探究 単位 希望者 

 

１．仮説 

U-CUBE(26)を様々なグローバル関連事業を展開する空

間として運用すること,探究活動の成果を英語で発信す

る機会設定することによって,英語の学習意欲や英語で

会話する意欲を高めることができる。 

２．研究開発内容・方法 

英 語 活 用 教 室 U - C U B E 

GLP 研究主任(35)が U-CUBE に常駐し,様々なグローバル

関連事業を展開する（表.1）。文部科学省や熊本県,諸団

体が企画するグローバル関連事業を案内し,希望生徒を

U-CUBEで指導支援する。ICAST（International Student 

Conference on Advanced Science and Technology）や

台湾 SSH 海外研修・國立中科實驗高級中學等,探究活動

の成果を英語で発表する支援も行う。 

英語で科学（表.2）,グローバル講座(27)（表.3）は昼休

みや放課後,希望生徒対象に実施する講座である。同時通

訳講座では,放課後,希望生徒対象に, ロジックスーパー

プレゼンテーション(24)の英語発表時,日本語に同時通訳

する練習を行う（図.1）。 

【表.1 U-CUBEでの主な活動内容】 
通 
年 

英語で科学(Science in English) 
グローバル講座(Global Power Lunch) 
同時通訳講座 

発 
表 
支 
援 

ロジックスーパープレゼンテーション・英語発表 
3年 SS課題研究英語口頭発表 
SSH台湾研修・國立中科實驗高級中學 
International Student Conference on Advanced Science and Technology   

留 
学 
支 
援 

中学 GLP・高校 GLP 
熊本・モンタナ留学プログラム 
トビタテ！留学 JAPAN日本代表プログラム 
日中高校生対話・協働プログラム 
World Campus On-Line from the USA" 
台湾静宜大学特別プログラム 
柳井正財団奨学金プログラム説明会 
Youth Camps $ Exchange ライオンズクラブ主催 
「心連心」中国高校生長期訪日事業 

参 
加 
支 
援 

熊本県私学振興課主催「海外チャレンジ塾」 
グローバルジュニアドリーム事業熊本県高校生リーダー 
JICA九州高校生国際協力実体験プログラム 
SEINAN ENGLISH CAMP 2023 
熊本大学主催高校生のためのグローバルリーダー 
育成教育プログラム（肥後時修館） 
Online English Salon 
熊本県 Super English Camp 
熊本県立大学もやいすとグローバル育成プログラム特別講義  
AIG高校生外交官渡米/日本プログラム 
SEINAN ENGLISH CAMP 2023 
日本の次世代リーダー養成塾 

【表.2 第Ⅱ期で開発した英語で科学の講座一覧】 

№ 講座タイトル 

1 Bio-Human disestive system 

2 Bio-Human reproductive system 

3 Bio-Human reproduction 

4 Special Lecture in Biology by Mr. Goto. 

5 Ecology-When animals return 

6 The Periodic Table 

7 Carbon and its many forms 

8 Acids and Bases in Everyday Life 

9 Nanochemistry 

10 Reflection and Refraction 

11 Renewable Energy and Bio fuels 

12 Volcanoes and Plate Tectonics  

 

【表.3 第Ⅱ期で開発したグローバル講座一覧】 

№ 講座タイトル 

1 フランス大統領選と欧州 

2 通貨（円高ってどういうこと？） 

3 国際派ビジネスマンの共通語 

4 MBAって何①？ 

5 MBAって何②？ 

6 ベニスの商人の過ち（金利の話） 

7 グローバルなら何でもすばらしいのか？ 

8 就活どうする？（企業分析） 

9 ２０１７年世界を振り返る 

10 インバウンド消費と観光 

11 地域活性化とグローバル化 

12 自分で政治・経済を予測してみる 

 
【図.1 同時通訳養成基礎講座募集リーフレット】 

 
課 題 研 究 T i t l e  &  A b s t r a c t 作 成 指 導 

課題研究やプレ課題研究(15)のタイトルや要旨を英語

で作成する際の留意点や英語の表現について,英語表現

の授業やロジックガイドブック(19)で文例提示をする。英

語科教員及び ALT が研究テーマごとに対応をし,Google

共有ドライブの文書作成ソフトを通して添削する（図.2）。 

 
【図.1 共有ドライブで ALTが添削指導する様子】 

 

Ｇ Ｌ Ｐ 代 替 ・ エ ン パ ワ ー メ ン ト プ ロ グ ラ ム 

GLP 代替として外国人学生と英語でディスカッション

やプレゼンテーションを経験するプロジェクトとしてエ

ンパワーメントプログラムを実施する。参加者募集リー

フレットを準備し（図.3），保護者会を実施したうえで

（図.2），8月夏季休業中，希望者対象に 4日間実施する

（図.4）。中学 2人，高校 5人の計 7人が参加をする。 

  
【図.2 エンパワーメントプログラム保護者会】 
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【図.3 エンパワーメントプログラム案内リーフレット】 

 
【図.4 エンパワーメントプログラムアジェンダ】 

 

GLP(グローバルリーダー育成プロジェクト)米国研修 

新型コロナウイルス感染拡大の影響で 3年間実施を見

送ってきた GLP(25) (グローバルリーダー育成プロジェク

ト)米国研修を令和 5年 3月に高校 1年，2年希望生徒 6

人を対象に実施する。アメリカ合衆国ボストンを研修地

に，令和 5年 3月 29日（水）～4月 4日（火）の 6泊 7

日で GLP研究主任(35)が中心となって準備を進める

（表.4）。 

回 日時 内容 

0 

10月 18日（火）18:00 会議室 

「米国派遣研修」プログラム説明会 

（プログラム内容の説明及び質疑応答） 

1 

2月 10日（金）19:00 オンライン 

「キックオフ・オリエンテーション」 

（研修全般，ホームステイでの注意事項等） 

2 

2月 14日（火）17:00 視聴覚教室 

「異文化理解」 

（異文化での注意事項，大学訪問時の質問事項等） 

3 

3月 15日（水）17:00 U-CUBE 

「最終オリエンテーション」 

（出発前最終確認，搭乗手続き等） 

 

  
 

  
【図.3 GLP事前指導の様子】 

 

３．検証 

「１．仮説」を検証するために,「２．研究方法」の取

組による生徒の意識変容を単数回答法,間隔尺度（強制

選択尺度[4件法,4：肯定]）の各段階の割合と平均を求

め,事前事後の差を得た結果（詳細は❹関係資料）,英語

を学ぶと日常生活に役立つと SSで 9割程度,GSで 8割

程度の肯定的回答が得られた。U-CUBE(26)を様々なグロ

ーバル事業展開の拠点とし，GLP研究主任(35)を中心に多

くの案内，募集，実践を行ったことが有効であったと考

える。また, 英語を学ぶと探究活動に役立つと肯定的回

答を示した生徒は 1年 SSで 7割程度,2年 SSで 8割，3

年 SSで 9割と学年が進むにつれて増加しているのに対

し，GSでは 5割程度の肯定的回答であることから，課

題研究を通した英語での発表機会の設定や国際研究発表

を意識した課題研究の展開の有用性が確認できた。外国

の人と積極的に会話をしたいと肯定的回答な回答を示し

た生徒は 1年 SS，GS，2年 GSで 4割程度に対し，2年

SS，3年 SSでは 6割程度と違いが生じていることも関

係していると考える。 

今後は，SS コースの生徒や U-CUBE でのグローバル関

連事業に積極的に参加申込をする生徒，GLP 海外研修に

参加希望をする生徒のみでなく，多くの生徒に英語の学

習意欲や英語で会話する意欲を高めることができるよう，

U-CUBE の利用方法に関するガイダンスの機会の充実や

Google classroom等，学習プラットフォームを活用した

案内・募集の工夫等，企画の開発に加え，生徒を U-CUBE

に向かわせる仕掛けに重点を置く必要があると考える。 
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海外研修 

（代替：オンライン国際研究発表） 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅲ社会と協創する探究 単位 希望者 

 

１．仮説 

SSH 海外研修及び国際研究発表で課題研究の成果を発

表する機会を設定することによって,英語で発表する技

能や表現力を身につけることができる。また,ロジックス

ーパープレゼンテーション(24)等,全校生徒対象への報告

の場を設定することによって,海外研修や留学への意識

を高めることができる。 

２．研究開発内容・方法 

SSH 海外研修・国際研究発表（オンライン発表） 

The 17th International Student Conference on 

Advanced Science and Technology (ICAST) 2022（国際

先端科学技術学生会議）は,大学生が主体となって運営す

る国際会議であり,本校は H26 フランス,H27 インドネシ

ア,H29台湾,H30フィリピン,R1 熊本,R2，R3オンライン

に参加をしている。今年度もオンライン開催となり,高校

2 年 SS 課題研究 3 テーマ 8 人,科学部 1 テーマ 4 人が出

展する（図.1）。事前学習として,9月上旬申込,10月上旬

発表要旨提出,11 月英語でのプレゼンテーション資料の

作成に取り組む。表.1に示す研究内容を 12月 1日（木），

2 日(金)「General Session（表.2）」で 15 分間の Oral 

Sessionを行う(図.2)。chair personが進行及び質疑応

答等，英語ですべて運営を行う。事後学習として,3月ロ

ジックスーパープレゼンテーション(24)で研修報告及び

英語での研究発表を行う。 

【表.1 ICAST Oral Session Titles】 

№ Title 

G-01 
Relationship between fatty acids and soap 
properties 

G-02 
Isolating, Extracting, and Analyzing mt-DNA 
D-Loop from Raccoons in Kumamoto 

G-25 
Explore an Optimum Music for Inducing-Sleep 
and Taking a Nap 

G-26 The Science of the Shiranui Phenomenon 

 
【図.1 ICAST2022_Abstract Book 掲載】 

 

【表.2 ICAST Guidelines to Presenters】 

・You have 12 min for presentation followed by Q&A 

for 3 min. Keep your allocated time. 

・Presentation will be conducted by using PPT or 

PDF, which you will show by sharing the screen. 

・Enter the session room by 10 min before the start 

of the session. 

・After you enter the room, change your display 

name to your presentation number followed by 

your name in English. 

・The host will ring the bell to let you know the 

time; one bell at 10 min, 2 bells at 12 min, 3 

bells at 15 min. 

・Presentations are conducted according to the 

schedule. When a presentation is cancelled, next 

presentation will not start till the assigned time. 

Otherwise, follow the instruction from the chair. 
 

  
 

  
【図.2 ICASTオンライン発表】 

 

SSH 台湾研修・國立中科實驗高級中學【オンライン】 

第Ⅱ期から連携を開始した國立中科實驗高級中學に，

H30，R1 と 2 年続けて訪問をし，学校紹介，ホームステ

イ，研究発表会，共同研究相談の機会の充実を図ってき

た。R2，R3は新型コロナウイルス感染拡大に伴い，双方

の学校間での連携の在り方の検討を続けたものの，今年

度も SSH 台湾研修・國立中科實驗高級中學（表.3）の中

止を 7月に決定をした。 

今年度は 12 月から 2 月にかけた約 3 ヶ月間，オンラ

インで自己紹介や学校紹介，質問交換，学術交流を図る

研修プログラムを展開する（表.4）。GLP研究主任(35)を中

心に U-CUBE(26)で研修を進める。事前指導として，①本研

修の参加する意義，②自身の研究内容，③台湾の学生に

聞きたいこと，伝えたいこと，④保護者の意向の 4 点を

日本語及び英語の面接及び志望理由作成に取り組む。 

台湾の学生に質問したいことを集約したうえで質疑応

答する場面を想定した準備を進める。また，事前に集約

した台湾の学生から受けた質問に回答する準備も進める。

研究発表では，SS課題研究(16)及び GS課題研究(17)の内容

を英語で発表する機会を設定するとともに，共同研究等，

連携や協力の可能性を模索する。本校が実践するウトウ

トタイム(29)（睡眠）に焦点を当て，3 Dimensional Sleep 

Scale及び Morningness-Eveningness Questionnaire を

Google form で回答を集め（図.3），結果に関する分析，

研究を行うことから共同研究を始める（図.4）。 
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【表.3 台湾研修日程・中止】 

月 日 研修内容・行程 

11 月中旬 英語学校紹介資料作成 

12 月上旬 英語口頭発表ポスターセッション資料作成 

12月 15日 SSH台湾研修國立中科實驗高級中學 

1日目 歓迎行事・自己紹介・学校紹介 

12 月 16 日 2日目 キャンパスツアー・授業参加 

ホームステイ 

12 月 17 日 3日目 英語口頭発表・研究情報交換 

3 月 10 日 研修報告 

【表.4 台湾研修オンライン日程】 

月 日 研修内容・行程 

11 月中旬 オンライン台湾研修・生徒案内 

12 月中旬 オンライン台湾研修・ガイダンス 

12 月 26 日 オンライン台湾研修・自己紹介 

1 月 下 旬 オンライン台湾研修・事前学習 

2 月 上 旬 
学校紹介・質問交換準備・共同研究相談 

SS課題研究・GS課題研究発表準備 

2 月 17 日 台湾國立中科實驗高級中學 1日目 

歓迎行事・学校紹介・質問交換 

2 月 20 日 台湾國立中科實驗高級中學 2日目 

SS課題研究 GS課題研究発表・共同研究相談 

3 月 9 日 ロジックスーパープレゼンテーション 

研修報告 
 

 
【図.3 共同研究で活用する睡眠質問紙】 

  
 

  
【図.4 オンライン台湾研修の様子】 

国 際 間 高 大 連 携 学 術 文 化 交 流 プ ロ グ ラ ム 

SSH 台湾研修を契機に台湾・靜宜大學と学学連携に関

する協定書（図.5）を交わした。国際間高大連携学術文

化交流プログラムへ参加し,一定の入学条件に達した生

徒は靜宜大學に進学することができる体制を構築した。

R1 は 1 人,R2 は 1 人が進学,R3 はプログラムをオンライ

ンで代替し,2人が進学，今年度（R4）は 2人が進学する

ことが決定している。靜宜大學國際長 Philip（林沛澧）

氏，國際長境外学生顧問教師 Ida（桂田愛）氏，國際学

生組組長 June（楊雯婷）氏の 3人が来日，来校し，本校

の授業の様子，課題研究の紹介，施設案内，特色等学校

紹介を行った後に，本校卒業進学学生の近況報告，大学

紹介を受け，情報交換を実施する。今年度進学生徒への

ガイダンスも併せて実施する（図.6）。 

  
【図.6 靜宜大學学学連携に関する協定書の一部】 

  
 

  
 

  
【図.7 靜宜大學学学連携の様子】 

３．検証 

「１．仮説」を検証するために,「２．研究方法」の取

組による生徒の英語で発表する技能や表現力を検証した

結果,英語で説明する際の表現方法等，GLP 研究主任や

ALT の指導支援を通して準備を重ね，発表及び質疑応答

に臨むことができていた。特に，オンライン研修を通し

て,国際研究発表を経験した生徒は,質疑応答で得られた

アドバイスや別視点での研究の展開など得たこと，海外

の同年代の学生と学術交流や研究発表を通した視野の拡

がりの実感が見受けられた。各研究の取組に示唆を受け

ることができ,一層,グローバルな舞台や専門家が集う学

会等での研究発表に臨む意欲の向上も見受けられた。 

また,生徒の意識変容を単数回答法,間隔尺度（強制選

択尺度[4件法,4：肯定]）の各段階の割合と平均を求め,

事前事後の差を得た結果（詳細は❹関係資料）,海外研修

への意欲について SSコースで 1年 4割，2年 6割，3年

7 割超と学年が進むについて肯定的回答が増加すること

が確認できた。ロジックスーパープレゼンテーション(24)

で英語での研究発表や,オンライン国際研究発表の報告

が,同世代の国際研究発表の経験が刺激になったと考え

られる。今後は,国際研究発表の機会の充実を図るために

ICAST や台湾研修に加え,新たな研究発表の機会の充実

を図る方向性で研究開発を進める。 
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研究開発テーマ 研究 

内容 
社会との共創プログラム 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅲ社会と協創する探究 単位 本頁・教育課程課程位置付け参照 

 

１．仮説 

産・学・官及び異世代を含めた国内外のネットワーク

を駆使したプログラムを実践することによって,他者と

協働する社会のリーダーとしての資質を育てることがで

きる。 

２．研究開発内容・方法 

❶ ウ ト ウ ト タ イ ム ・ 睡 眠 研 究 

【教育課程編成上の位置付け：日課表・2年 SS課題研究】 

昼休み後に 10 分間,午睡をとる時間を設定する。日課

表（表.1）に位置付け，全校生徒対象で実施をする。ウ

トウトタイム(29)開始 3分前に予告アナウンスを全校放送

し,教室の消灯,カーテンによる遮光,入眠準備を促

し,BGMの流れる教室で午睡をとる。生徒は椅子に座って,

机にうつ伏せになる姿勢をとる(図.1)。ウトウトタイム

終了時に,掃除予告アナウンスを放送して起床を促す。 

ウトウトタイムは,産・学・医ネットワークとして,世

界トップレベル研究拠点プログラム（wpi）採択されてい

る筑波大学国際統合睡眠医科学研究機構や地域医療にお

ける睡眠医療の樹立を目的とする霧島睡眠カンファレン

ス（表.2）と継続した連携を進める。 

睡眠研究は,国際統合睡眠医科学研究機構で研修を受

けた生徒やウトウトタイムをきっかけに睡眠に関心をも

った生徒が SS 課題研究でテーマ設定して取り組む。質

問紙では①睡眠健康調査票,②3次元型睡眠尺度 3 DSS（3 

Dimensional Sleep Scale）③朝型・夜型質問紙（MEQ: 

Morningness - Eveningness Questionnaire）を用い,生

理学的手法では唾液アミラーゼモニター（ニプロ（株））

や自律神経測定器 condiView（（株）YKC）,睡眠脳波測定

smart sleep（(株)フィリップス）を用いて,関心ある睡

眠関連テーマを探究する（表.3）。 

ウトウトタイムや睡眠研究の様子は，NHK BS1で R3～

R4にかけて計 8回，「COOL JAPAN〜発掘!かっこいいニッ

ポン〜「睡眠」」で紹介された。また，未来体験学習（関

東研修）(22)で国際統合睡眠医科学研究機構を訪問した様

子やウトウトタイム，卒業生の活躍は，NHK 水戸放送局

「いば６」で紹介された（図.2）。KSH全体発表会～県立

学校学びの祭典～では学校の取組として市民に紹介した。 

【表.1 日課表】 

時 間 校 時 

 8:25 ～ 8:35 朝読書 

 8:35 ～ 8:40 ＳＨＲ 

 8:45 ～ 12:35 1～4限 50分授業 

12:35 ～ 13:20 昼休み 

13:20 ～ 13:30 ウトウトタイム 

13:35 ～ 13:45 掃 除 

13:50 ～ 16:40 5～7限 50分授業 

16:40 ～ 16:45 終礼 ＊月・金は 6限で放課 

【表.2 霧島睡眠カンファレンス関係者】 

所属 氏名 

社会医療法人芳和会くわみず病院 院長 池上あずさ 

かごしま高岡病院 院長  髙 岡 俊 夫 

愛知医科大学 名誉教授  塩 見 利 明 

久留米大学 学長 内 村 直 尚 

社会医療法人芳和会くわみず病院睡眠センター 福 原  明 
 

  
【図.1 ウトウトタイムの様子】 

 

  
【図.2 取材の様子】 

【表.3 SS課題研究における睡眠研究のテーマ】 

年度 研究テーマ 

R4 昼寝に最適な音楽を探る 

R3 ウトウトタイムが自律神経活動とバランスに与える影響 

R2 午睡“ウトウトタイム”が及ぼすストレスマーカー

を用いたストレス変化の関係性 

カフェインが及ぼす睡眠への影響 

H31 午睡“ウトウトタイム”が及ぼす味覚変化の検証 
午睡環境とストレスの関係性  

H30 ウトウトタイムの効率化を目指して 

H29 昼寝“ウトウトタイム”をすることでジャグリン
グの回数が増える 

H28 アクチグラフを用いたウトウトタイムにおける効果分析 

H27 ウトウトタイムの睡眠型別における効果の違い 

 

❷ A r t＆ E n g i n e e r i n g～架け橋プロジェクト～ 

【教育課程編成上の位置付け：中学 3年美術】 

熊本地震の年からスタートしたペーパーブリッジコン

テストも今年で 7 回目を迎える。一般社団法人ツタワル

ドボク,国土交通省,大学等と連携（表.4）して,中学 3年

美術 (単元：空間デザイン)に SS探究物理(10)選択生徒が

支援として加わる授業をする。地震を経験した生徒たち

が，”橋”や”防災”について考え，橋の専門家が“先生”

となる。今年度は，県立中学校 3 校（宇土中学校・八代

中学校・玉名高校附属中学）合同（図.3）で，架け橋プ

ロジェクトを実施し，教育パッケージ波及や朝日新聞

EduA 掲載等,県内 STEAM 教育のパイロット校的役割を本

企画が果たす。 

オリジナルのペーパーブリッジは，橋の架け幅が

50m,10t トラック 2 台が安全に走行できる強度，と設定

する。作品は,A3 ケント紙,水性のり,たこ糸のみを使用

し,1／100のスケールの大きさで制作する。なお,紙の重

さに合わせて金額を設定し,デザインや強度,軽さと経費

の関係など橋づくりに必要な知識を身に付けさせる。 

助言をもらいながら，悪戦苦闘してペーパーブリッジ

を作成し，自分たちのオリジナルの橋に込めた思いをプ

レゼンテーションし，その後，実際にどこまでおもりに

耐えられるかを，美的センスと工学的センスを引き出す

ペーパーブリッジコンテスト(28) (図.4)を実施し,完成

作品の展示,完成までのプロセスが分かる記録の展示,発

表等を総合的に評価する。 

 
【図.3 県立中学校 3校とリモート接続した合同授業】 
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【図.4 ペーパーブリッジコンテストの様子】 

 

【表.4 Art＆Engineering関係者】 

一般社団法人「ツタワルドボク」会員 氏名 

ツタワルドボク代表(株)特殊高所技術執行役員 片 山英資 

(株)建設技術研究所次長兼都市室長 桂  謙吾 

(株)インフラ・ラボ代表取締役 松 永昭吾 

(株)日本ピーエス 福 島邦治 

(株)栄泉測量設計技術士 藤 木  修 

九州工業大学大学院工学研究員建設社会工学研究系准教授  合 田寛基 

九州大学工学研究員建設設計材料工学講座准教授  佐 川康貴 

熊本高等専門学校建築社会デザイン工学科教授 岩 坪  要 

(株)ディレットプラス 代表取締役 小川慎太郎 

(株)特殊高所技術専務取締役 山 本正和 

エルファスタジオ代表 山本奈穂子 

(株)オリエントアイエヌジー代表取締役 中 島靖人 

熊本大学くまもと水循環・減災研究教育センター教授 松 村政秀 

熊本大学大学院先端科学研究部社会基盤環境部門助教 森 山仁志 

 

❸ 学 び の 部 屋 S S H 小 学 生 実 験 講 座 研 究 相 談 

【教育課程編成上の位置付け：2年 SS課題研究】 

学びの部屋（学習会）を 8月 4 日（木）9:00～11:30，

5日（金）9:00～10:15，学びの部屋 SSH(31)（理科実験教

室）を 5日（金）10:30～11:30に，宇土市立小学校（宇

土小・宇土東小・花園小・走潟小・緑川小・網津小・網

田小）全校に案内し（図.5），希望児童を対象に実施する。 

学習会は，児童との学びやレクリエーション等を行い，

学びの部屋 SSH は，理科実験教室の企画準備・実験支援

を宇土高校または，宇土市立小学校で行う。 

5 月から新型コロナウイルス感染拡大状況に応じた実

施計画を立案（図.6）し，高校 1 年，2 年を対象に参加

希望を募る。 

  
【図.6 実施計画・生徒希望募集リーフレット】 

 

 
【図.5 学びの部屋・宇土市立全小学校への案内】 

2年 SS課題研究に取り組む生徒は，科学におけるアウ

トリーチ活動の側面を学ぶ機会として，自身の研究内容

に関する実験または小学生に興味・関心の高い事象に着

目した実験を計画する。宇土高校が小学生の学区内であ

る児童は本校で対面にて実施する（図.7）。学区外である

児童は，本校と小学校をオンラインで接続し（図.8），リ

モートで実施する（図.9）。小学生対象に実施した理科実

験教室の内容は本校ホームページでオンデマンド配信し，

その成果は波及する（図.10）。 

 
【図.7 リモート実験の配置図】 

   

  
【図.8 学びの部屋 SSH(理科実験教室)対面】 
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【図.9 学びの部屋 SSH(理科実験教室)リモート】 

 

 

 
【図.10 ホームページオンデマンド配信】 

 

❹社会と共創する探究（地域連携・地域資源） 

【教育課程編成上の位置付け：SS課題研究・GS課題研究】 

伝統的修復材ガンゼキは,日本最古の上水道として江

戸時代に,轟泉水道から宇土の城下町までつながれた石

管の修繕に用いられる接着剤であり,伝統的技法を継承

する人材不足が課題である。SS 課題研究では,10 年間本

研究に取り組み,産業技術センターでの専門的測定や

TKU水の国フォーラムでの紹介（図.11）等を進めている。 

御輿来（おこしき）海岸は,日本の夕陽百選や日本の渚

百選に選ばれている観光名所であり,特徴的な砂紋は絶

景である。砂紋の発生原因である潮汐と撮影の背景①月,

②星座,③夕日の条件に合う日を検証し,地域の関心を高

め,地域振興に繋がるよう展開している（図.12）。 

特定外来生物アライグマは,近年,全国的にその生息域

を急速に拡大しており,R4.1 月 80 超個体が捕獲され,農

業被害,感染症媒介,希少野生動物の捕食など生態系への

影響が課題である。アライグマの生息域や侵入経路を

mt-DNA解析で明らかにするよう研究を進める。 

地域住民と学校,行政が一体となって,地元の五色山

（里山）の資源活用の方向性,地域課題を共有し,持続可

能な開発,研究に取り組む。荒廃した里山から宝の里山へ

の再生を目的に，五色山近隣の住民の方と協力しながら，

自然の宝をリサイクルし，地球温暖化防止への貢献と，

豊かな水資源の後世への継承を支援する五色山ふれあい

会の活動が認められ，上松山区が「熊本県 SDGs 事業者」

に区として初めて登録された。今年度，熊本県緑化功労

者として表彰されている。GS 課題研究(17)では,溜め池の

ヘドロを腐葉土として利用する研究やヘドロによる発電

の研究を進める。地域の方と一緒に，ヘドロ（堆積物）

によって農業用水の不足や洪水の危険性といったため池

の課題を共有し，課題研究につなげる（図.13）。 

「地域貢献」をテーマに GS課題研究に取り組む 20人

が近隣の施設に椅子やベンチを制作して,地域の結びつ

きと地域貢献の研究を行う。生徒自身が企画協力施設を

検討,必要な資材等を調達する。 

   
【図.11 TKU取材・産業技術センター測定の様子】 

  
【図.12 御輿来（おこしき）海岸調査・研究の様子】 

  
【図.13 ヘドロ研究の様子】 

 

❺ 宇 土 市 連 携 研 究 発 表 会 

【教育課程編成上の位置付け：GS課題研究】 

宇土市に関連する GS 課題研究(17)を対象とする研究発

表会を宇土市と連携して開催する。2月 GS課題研究のポ

スターを宇土市企画課に 8 テーマ提出し，審査のうえ宇

土市長賞を選出していただく（図.14）。受賞研究はロジ

ックスーパープレゼンテーションでステージ発表をし，

後日，宇土市役所で宇土市長から表彰を受ける。 

 
【図.14 宇土市研究発表・宇土市長賞の通知】 

 
❻ 卒 業 生 人 材 ・ 人 財 活 用 プ ロ グ ラ ム 

【教育課程編成上の位置付け：SS課題研究】 

7月ロジックスーパープレゼンテーション(24)では，「閉

塞感あるコロナ禍でも絶やさなかった探究心そしてグロ

ーバルの芽」の演題で University of California, San 

Diego，台湾靜宜大學に進学した卒業生をゲストに登壇，

高校 3 年 SS コースの生徒をファシリテーターにトーク

ライブを進める。始めに，卒業生から高校在学中の課題

研究や海外研修等の取組と学生生活等の近況について 5

分程度で自己紹介する時間を設定する（図.15）。 

熊本大学高大連携室と連携をし,課題研究の中間発表

会でのアドバイス,パネリスト依頼,課題研究における実

験指導等,本校卒業生人材・人財と活用する体制構築を進

める。本校卒業生リストを共有し,大学での授業公欠申請
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や交通費・保険準備等,配慮のうえ卒業生が本校生徒に関

わる機会を充実させる。11月は，卒業生によるパネルデ

ィスカッションを通して探究活動の意義や大学での学び

へのつながりを理解する機会を設定する（図.16）。 

未来体験学習（関東研修）(22)では，国際統合睡眠医

科学研究機構で研究をする本校卒業生岡村響さんとの対

話では，宇土中での宇土未来探究講座や GLPでの活動，

関東研修での経験と課題研究の向き合い方，目標設定と

実行力について，生徒目線で歩みの紹介，卓越大学院プ

ログラムで研究に取り組み，DC1採択，eNuero掲載され

た研究概要を紹介する（図.17）。 

  
【図.15 卒業生トークライブの様子】 

  
【図.16 卒業生による助言・パネルディスカッション】 

  
【図.17 卒業生による未来体験学習での講話】 

 

❼令和 4 年度経済産業省「未来の教室」実証事業 

Institution for a Global Society（IGS） 株式会社 

【教育課程編成上の位置付け：ロジックプログラム・ 

SS課題研究・GS課題研究】 

令和 4年度経済産業省「未来の教室」実証事業として，

IGS株式会社と連携し，「多様な生徒に低コストで対応で

きる客観性を担保した探究の科学的なパフォーマンス評

価モデルの開発～IB 評価システムの応用」に取り組む。

探究のパフォーマンス評価の方法の一つとして，研究レ

ポートの作成支援ツールと評価ルーブリックの開発，第

三者によるランダム・サンプリング評価によって探究の

評価の標準化を目指す事業に本校，高校 1 年ロジックプ

ログラムにおけるロジックリサーチの取組，高校 2年 SS

課題研究(16)及び GS 課題研究(17)の取組が参画する。研究

レポート作成のための動画学習後，研究レポート作成と

その自己評価を経て，本校教員がレポート評価を行う。

その後，第三者評価者からフィードバックされた内容の

確認と最終評価を生徒に提示する流れを進める。 

昨年度（R3）は，1 人 1 台端末を活用した IGS 株式会

社開発 Ai GROWによる評価,経済産業省 Edtech導入補助

金による Grow Academy コンテンツ利用,数理探求アセス

メントの実証事業を行った。今年度は，生徒の気質診断

とコンピテンシー評価を全校生徒対象に行い（図.18），

コンピテンシー評価を通して得られる傾向や変容等を可

視化，分析する。特に，認知領域「論理的思考・創造性」，

自己領域「個人的実行力・自己効力・決断力」，他者領域

「表現力・共感，傾聴力・柔軟性・影響力の行使」，コミ

ュニティ領域「誠実さ」の 10 コンピテンシーを測定す

る。 

  
【図.18 コンピテンシー評価に取り組む様子】 

 

３．検証 

「１．仮説」を検証するために,「２．研究方法」の取

組による生徒の意識変容を単数回答法,間隔尺度（強制選

択尺度[4件法,4：肯定]）の各段階の割合と平均を求め,

事前事後の差を得た結果（詳細は❹関係資料）,地域や企

業・自治体と連携した探究活動への意欲について 3 年及

び 2 年 SS コースで 7 割超の肯定的回答が得られた。ま

た，大学や専門機関と連携した探究活動への意欲につい

ては 3 年及び 2 年 SS コースで 8 割超に加え，1 年 SS コ

ースでも 8割程度の肯定的回答が得られた。 

3年,2年 SS課題研究(16)において,産・学・官及び異世

代を含めた国内外のネットワークを駆使した社会と共創

するプログラムを実践することによって,他者と協働し

て探究活動を進めるモデルの構築ができた。また，1 年

SSコースにおいては，未来体験学習（関東研修）(22)やプ

レ課題研究(15)の取組を通して大学や専門機関との連携

に意欲を高めたと考える。プレ課題研究や課題研究の研

究手法を確立し，その成果や有用性を地域や企業，自治

体と連携して発信しようとする生徒が見受けられた。社

会と共創する探究や学びの部屋を通して，学校外との関

わりの機会を充実させることができたと考える。 

GS課題研究(17)においては，2年目となった宇土市役所

連携・研究発表会への出展が目標になっており,地域資源

や地域課題を題材にしたテーマ設定が全体 2 割程度と増

加していることにも表れている。地域課題や地域資源を

題材に提案型の探究活動を展開する GS 課題研究も増え

てきており，一層，地域や企業，自治体との連携を推進

する必要があると考える。 

今後は，一部の生徒や一部の課題研究のテーマに限定

することなく，多くの生徒が学校外との関わりをもつこ

とができる社会と共創するプログラムを構築する必要が

あると考える。 

 

 


